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（Bt ワタ）の商業栽培を認めた。2011 年までに Bt





















13 回を最高に、2010 年には平均 3 回まで減少した。
その間に益虫は増加し、例えばテントウムシは、
1990 年代初めに作物 100 株あたり約 2 匹であった
ものが、2010 年には約 8 匹になった。
　一方、アブラムシの数は 24 カ所で調査され、Bt
ワタ導入以前の期間（1990～1996 年）、Bt ワタの
栽培面積が 90% 未満の期間（1997～2003 年）およ
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